
                                        第５回あいち木造住宅耐震改修事例コンペ                                        

 愛知建築地震災害軽減システム研究協議会 

佳作 
【工法の種類】外付耐震補強工法 

ガンコモン G1、G2 
【応募者名】株式会社 F 設計 

  
  

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【講評】この耐震改修は、掃き出し窓のある開口部を、鋼材フレームで補強するガンコモンＧ２と窓のある腰壁や垂れ壁を外から構造用合板で補強するガ

ンコモンＧ１を主に使っている。２つの工法は住宅の中に入らず、現在の外壁のまま補強するもので、廃棄物が少ないこと、窓の機能をそのまま確保してい

る点など利点があると考えられる。工事費も比較的安価であると考えられることから、今後に期待できる工法として評価できる。 

 

改修前 X 方向 Y 方向 改修後 X 方向 Y 方向 

２F 0.87 0.56 ２F 0.87 0.56 

１F 0.56 0.92 1F 1.05 1.02 

改修工事費１22 万 

工事期間 2 週間 

 

 

 
 

 

 

 

現況 

ガンコモンＧ１施工 ガンコモンＧ１サイディング仕上 

ガンコモンＧ2 塗装仕上 

ガンコモンＧ2 増設基礎 

ガンコモンＧ2 施工 

ガンコモンＧ１ 建物外周部をコルセットを巻くように一体で補強

ガンコモンＧ２ 鉄骨フレームで大きな開口部を補強。 

本物件では、お施主様の要望より、出来る

だけ外部からの補強で計画。無筋コンクリー

ト造基礎であったため、局所的な補強を避

け、ガンコモンＧ１を東面、北面とまんべん

なく一体となるよう施工。壁の少ない南側に

は、ハキダシ部に、ガンコモンＧ２（鉄骨フ

レーム）を施工し、開口部もそのままに残し、

間取りの変更を伴わないようにした。 

 

本物件では、段階的な補強案として、まず

１階部分の構造上の評点「Iw 値 1.0 以上」

を目指した。 


